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4ヽorphologie lFonctionnelle du T`gnlent]Ecailleux

deS POiSSOnS(外 皮としての魚鱗の機能形態学).Vo D.

]Burdak. 1986. Cybiunl, PariS, 10(3)suppl.: 1-147.

(Traduit du russe par Go du iFaget, ct adapt6 par

F.J.Meunier et J.Y.Sire)

本書は 1979年 "La Pen“e Scientnque"言志 (発:行地

キエフ;ロ シア語誌名不詳)に掲載された表記論文 (原

本はロシア文)の仏訳本である。この訳本が企画された

主な理由は,こ の報文が魚類 (無顎類を含む)の真皮一

骨格系を機能的に意味付けようとした学界は じめての総

説 と考えられたからである。ここでは鱗形外皮 t6gment

6CailleuXの 保護機能,隠蔽機能, 運動機能および水力

学的機能を含む多様な機能を取 り上げている.著者は ,

全 く適切に選択されたといえる特定の種類を精査 した結

果に基づき,現生種の形態構造を機能の見地から解析 し

てみせた。

本報の主体は 6章に分けられている。まず魚類および

無顎類の外骨格の一般的な特徴 (第 1章)を概観 した上

で,外骨格の保護一擬態機能 (第 2章)と 運動機能 (第

3章),分泌物制御装置としての外骨格 (第 4章)と に及

び,さ らに外骨格の水力学的機能の個体発生と系統 (第

5章)を論 じ,こ の機能を実験的に論証 (第 6章)し よ

うとしている.こ のような論文構成からみてとれるよう

に,本報では上記諸機能のうち,運動機能 と水力学的機

能 とに力点がおかれ, しかもそこに新 しくて, しかも独

創的な知見が盛 り込まれている。とくに魚鱗の微細立体

構造 "miCrOreliefS"の役割を論 じた仮説の提唱や機能

的解剖の手法に本報の特徴が十分読み取れ る とい え よ

う.

魚類学者や魚類のこの分野に関心のある古生物学者 ,

解剖学者でロシア語に慣れないものにとっては,英訳本

のない現在,本書は引用すべき一本となろう。

この稿をまとめるに当たっては,翻訳の実務を担当し

た Meunier,Sire両 氏による本書のはしがきを参考に

した。本書は表記のようにフランス魚類学会誌 Cybium

10(3)の付録として出版されていて,学会年会費や通常

講読料では入手できないけれど,別途注文ができる.注

文先は下記の通 りで あ るが,価格は問合せる必要があ

る.

Soci6t6 Fran9aise d'Ichthyologie, Mus6unl Na―

tional d'Histoire Naturello (Ichthyologie g6n6rale

et appliqu6e), 43, ruc(Cuvier,75231 Paris Cedex 05,

France.  Virernent bancaire: Coinpte No 042-8010-

19(Banquc Nationale de Paris, Agence Jussieu).

Virement postal CCP 7050-20G Paris.

(高 木和徳 Kazunori Takagi)

Review of the Snailish Genus Pα rαJゎ,α r′s

(Scorpaeniforl■ es: Liparididae) of the Southern

《:》cean. A.:P. Andriashev。 1986 r「 heses iZloologicae

Vol。 7,Koeltz Scientinc iBooks,Koenigstein,:Federal

Republic of Gerrnany, iv+204 pp., 74 ngs.  ISBN

3-87429-264-9.¥約 11,000。

本書は動物学論文シリーズ第 7巻 として,1986年 に ド

イツ連邦共和国から英文で出版された.本 シリーズの第

1巻は Fricke(1981)の Revision of the genus Sノ
“
中

c″ rο′″s(Teleostei:CalliOnymidaC)で ある.

この本は南半球の海域に生息するクサウオ科インキウ

ォ属 (2α rαJ″αrお)の 30種を再検討したもので,分類

と総論の2章からなる.材料は 1950-1983年 に南極海及

びその近接海域の海洋や漁業の調査研究によって得ら

れ, 主として ZIL(Zoological lnStitute,A、 cademy Of

Sciences, I¨ `eningrad);及び I絣
‐I (InStitut hr See―

nscherei,Hamburg)に 所蔵されている 325イ固体の標

本が使用されているが,必要におうじてそれ以外の標本

も使われている.標本のほ とん どは水深 170-1,575m

から採集されているが,中には 1,600-2,600mか らの

個体も含まれている。

分類に関する章では 30種の記載がなされ,そ のうち

11種は新種として,13種は著者により1979年から 1984

年にかけて主にロシヤ語で新種記載されていたものの再

記載としてである。また,残 りの 6種は稀種であり,こ

こで再記載されている.こ の章では先ず属の非常に詳し

い記載がなされたのち,2通 りの検索が与え られ てい

る。1つは南半球の海域に産する本属の 30種及び 3亜

種に対する検索である.他は純南極産の 19種 と 1亜種

について検索が可能であ る.い ずれ の検索にも一部の

keyに脊椎骨数や胸鰭輻射骨数な どの内部骨格もみら

れ,同定に不便なところもある.しかし本科魚類は体が

柔軟で変形し易く,ま た,破損され易いため,安定した

外部形質を探すことは不可能であることが多い.そのた

め硬組織に頼ることもやむを得ない.検索では一般的で

ある鰭条数でさえ, この類では皮下に埋没してい るた

め, レントゲン写真の助けを借 りることもあり,その場

合,こ の類ではこの形質も内部骨格と同様となる.

各種は種小名のアルファベット順で記載されていて,

検索の順序と一致しない.それぞれの種は以下の一定の
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順序に従って書かれている。1。 英名,2。 シノニム,3。

材料,4。 体節的形質 (背鰭,臀鰭,胸鰭, 尾鰭, 脊椎

骨及び胸鰭輻射骨), 5.記載, 6.分布 (採集場所及び

その水深), 7.種小名の語源の説明, 8。 比較ノート.

記載では頭部,体の特徴に続いて,胸鰭とその肩帯の形

態,神経間棘,血管間棘の位置,脊椎骨などのレントゲ

ン写真による特徴,及び体各部の比率の順でなされてい

る.体色は主として液浸標本に基づいているが,中には

生鮮のものもある.記載の最後は使用標本の数と共に,

それらの標本の成熟度,卵の大きさと数などの生物学的

情報が示されている.比較ノー トでは近縁種との識別形

質やシノニムについての考察がなされている.各種には

正確な体全体の側面図,右側の胸鰭とその肩帯,特に著

者が重要視している胸鰭輻射骨の状態を明瞭にスケッチ

で示している。また,必要におうじて,下顎感覚孔,胸

鰭,肛門な どの種的特徴を示す頭部及び体前部の腹面

図,幽門垂,頭部背面,顎,歯,鯉紀,尾鰭条と尾鰭骨

格などの図で,種的特徴を明らかにし,同定を助けてい

る.特に,輻射骨は体の全体図と共に全ての種類に与え

られ,著者によって重要な分類形質の一つとして考えら

れている.ま た,一部の種では採集地点を図によって示

している。いずれの図も非常に精密で第 1巻のものと比

べものにならない.

第 2章の総論はA～ Eの 5項目からなる.Aでは本属

の南方種の分類学的及び系統学的な見地から, a)脊椎

骨,b)背鰭,臀鰭,C)尾鰭と尾鰭骨格,d)胸鰭と肩

帯,C)歯帯,f)鯉孔,g)鯉紀,h)肛門の位置,i)幽

門垂,j)体形,k)色彩の 11形質について比較検討を

行ない,各形質の分類に対する有効性について論じてい

る.ま た形質の状態から各形質の分化について詳しく考

察している.進化の方向性の考察には Burke(1930)な

どによる北太平洋の本科魚類の分化の一般的な法則,す
なわち,本科魚類のもっともgeneraliZedし た種は腹吸

盤がよく発達した沿岸性の底生種であるとし,吸盤が機

能的意義を失いついに消失した中層種,そ して一層特化

した深層性種へ進化したとする彼らの考えに従って分析

が進められている.例えば脊椎骨については全脊椎骨数

が少ない ShOrt― tailed grOup とその数が多い 10ng―

tailed grOupに 大別され,generaliZedした沿岸性の種

は少ない脊椎骨を持った ShOrt…tailed grOupで あるこ

とから,脊椎骨が多くて深所に生息している long‐ tailed

grOupは 特化群であると考えている。このことは他の体

節的形質についても認められ,数の多いものが特化群で

あるとしている.こ こで興味深いことは色彩の進化につ

いて論じている点で,淡色から順次色彩濃度を増し黒色

へ進化したとする考えに注目したい.

Bでは本属魚類の原始的形質について論じ,上記Aの

なかで分析した形質で本属がもっともgeneraliZedした

本科魚類 (完全な吸盤を有する)と 共有する原始的な特

徴の状態を分析している.

Cでは本属の南方種と北方種を比較している.上記の

原始的形質を完全に所有する種は南方種には見られない

としながらも,こ れに近い状態の種が数多く存在するこ

とから,こ れらの種はクサウオ科の中で本属が分岐した

進化的発達の初期に北半球から南半球へ侵入したことを

示唆している.ま た,南方種には歯帯の退化,胸鰭条数

の減少などの極端に特化した形質も存在するが,こ れら

は近縁性を示さない種の中にしばしば認められることか

ら,それぞれが独自に獲得したものであるとし,本属の

南方種は長い年月の間に独立して進化したことを示して

いる.さ らに,南方種には広範囲の形態的特徴の状態が

認められ,それらは度々モザイク状になっている.こ の

ことは進化の異なったレベルの種が何回も繰 り返し南方

へ侵入した結果であると推定している.以上の理由から

著者は伝統的方法による本属の系統樹の構築を断念した

としている.将来一層多くデータを集めたい としてい

る.現在,わずかな形質によって系統類縁関係を示す分

岐図を描いている論文をよく見かけるが,あえて白黒を

付けなかった著者の良識が伝わって来るようだ。将来の

発展に期待したい.

Dでは南方種の分布のタイプ分けを行なっている.そ

れらに 7タ イプを認めている.1.南極大陸タィプ, 2。

西南極タィプ,3.南 ジョ_ジ ァタィプ,4.ヶルゲーレ

ンタイプ,5.南 アフリカタイプ,6.パ タゴニァタイプ
,

7.チ リタイプ.こ れらの各タイプは明瞭であり, 重複

した分布タイプを持つ種は殆どない.こ のような分布タ

イプは南極及びその周辺海域の全魚類相に見られるもの

と類似している。極地を取 り巻く海域の魚類の分布のタ

イプは非常にユニークで興味が持たれる.

Eでは本属の過去の分散のルー トを論じている.こ の

問題については北太平洋種の分散がアメリカの大陸棚に

そって南下したという説と,ヨ ーロッパーアフリカ大西

洋沿岸を南下したとする説があり論議されていた。もし

後者ならば,北太平洋起源種が北大西洋にどのように侵

入したかを先ず説明しなければならない.それは北極を

経ての侵入であるが,それらの例はいずれも浅海生息者

である。というのはベーリング海峡は非常に浅く深海性

クサウオ類には障壁となる.も しそうであるならば,本

属の魚類は最初北太平洋からアメリカ太平洋大陸棚を南

下しフエゴ島及びその近接海域に達した後,世界の海域
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へ分散したと考えられる.南半球での本属の分散は 3方

向へ生じた。1。 南大西洋の海洋堆, 海嶺にそって, 2.

ケルゲーレン島 (太平洋一南極海隆起にそって),3.南

極大陸及びその近接海域の陸棚にそって.特に,3の分

散では南極域の氷は現在の 1.5倍あり,南極大陸沿岸は

完全に氷で覆われ,沿岸の陸棚がほとんどない状態であ

った。このため沿岸性の魚類の著しい減少を起こさせた

に違いない.そ して沿岸性魚類のいくつかはより深い陸

棚の斜面へ追いやられ,そ の結果,陸棚の種の生息域の

水深が広がった.そ こで本属の著しい種的分化を起こさ

せた。著者はこの海域が本属の第 2の分散のセンターと

考えている.

ここまで本書の概略を説明して来たが,全体として,

本書の中心はやはり分類と記載である。日本近海から本

属の魚類は 7種知られているが,全 く共通種がいない.

しかし属及び種の詳しい記載は数少ない南半球の魚類の

分類に関するテキス トとして,ま た,あ まり研究の進ん
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でいなかった魚類群のモノグラフとして非常に有益な書

物である.原記載を含め,彼の論文のほとんどはロシヤ

語であるので,英語で書かれたこの本はロシヤ語を読め

ない者にとって大変有り難い。また,総説では形態と地

理的分布から本属魚類の起源と分散について著者の考え

を示したものである.著者が専門とし最も興味を持って

手掛けてきた分野だけに説得力があるが,本属魚類だけ

でなく,南極の魚類の分散と進化について問題は将来多

くの論議を呼び起こすものと思われる.

最後に,本シリーズはタイプライターで打った原稿を

直接印刷したものである.こ のことは行の右端が揃って

いないことで一目瞭然である。分類関係の論文は量が多

く,すべてを一度に投稿できる雑誌は非常に少ない現状

にある。この方法はこの問題の解決に有効であるかもし

れない.本 シリーズは, 以前我が国で出版され ていた

Fauna JapOniCaシ リーズを思い出させる。

(尼 岡邦夫 Kunio Amaoka)

第 3回魚類分類談話会のこと

Third Senlinar for SysteIIlatic lchthyology

in Maizuru, Nov。  1-3, 1986

舞鶴の京大農学部附属水産実験所での魚類分類談話会

も3回 目を迎え,無事に終えることができましたので,

その内容について簡単に紹介しておきます .

日程は 1986年 11月 1日 の午後 9時から夕食談話会,

2日 午前 9時から午後 6時まで研究発表会,午後 6時

30分から懇親会,3日 午前 9時から標本観察会と例年

通 りで,参加者は 35名でした.今回は特にテーマを設

定せずに研究発表会を行ないました.以下にそのプログ

ラムと内容について記します .

1。 日本産カズナギ属魚類について.佐藤 淳 (三重

大・水)

2。 ハナダイ亜科 二η″ο′θκα属魚類の分類学的再

検討.藍沢正宏 (東大・総資)

3.南米産ナマズ類の一種 Иψ′あ rαSル SCοg″′α′
“
S

の初期発生.浦野貴士 (東大附高)

4.能登半島に出現するイスズミ属魚類について.坂

井恵一 (の とじま水族館)

5。 ォォメハタ属魚類の分類学的再検討.望月賢二

(東大・総資)

6。 ヒマラヤの渓流魚 乱″zο′力οrαχ属魚類の形態に

ついて。寺島 彰 (京大 0理
)

7。 ゥバゥォ類の骨格について.林 公義 (横須賀市

博物館)

8.知多半島第 3系 か らの深海魚類群集.大江文雄

(愛知教育大)

9.河川産 0湖産アユ稚仔の相対成長とそれに関連し

た骨格形成の差異。伊藤淳雄 (東海大 0海洋)・

望月賢二 (東大・総資)

10。 魚類における成長,再生産お よび死亡間の関係

に対する制御理論手法の応用の可能陛.北原 武

(京大・農)

11。 日本産中新世ニシン科魚類 Eο Sα rグ′
“

〃α λJS″…

“
α′ι

“
SJSの系統類縁関係.佐藤陽一 (都立大 0

理)

12.外部形態研究の復権 (予報).中村 泉 (京大・

水実)

13.総合討論

佐藤氏は昨年のカズナギ属の発表 (木村氏による)に

さらに 1未記載種を加え,斑紋等の比較,地理的分布に

ついての報告で,各種の地理的分布が一部を除いてほと

んど重ならないことに議論があった.藍沢氏は南アフリ

ヵ, ォース トラ リア・ ニュージーラン ドに分布す る

Lω′グορθκα属に2未記載種を加えて,それぞれの形態

と分布の報告であった.浦野氏は南米産ナマズ類の一種

の発生過程をおって骨格等の形態変化を示された.坂井

氏は能登半島の能登島で採集されたイスズミ類に3タ イ

プあるとし,それらのぅち2タ イプはイスズミとテンジ
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